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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 福祉作業所等運営助成 所
管

福祉部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

障害福祉課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

都

896

２５年度

136,723

　

福祉作業所等の運営に要する経費に対して事業助成をすることによって、安定した施設運営を支援し、一般就労が困難な
心身障害者に就労の場を提供するとともに、作業指導を通じて自立を促進する。

（人）利用者数

利用時間数 135,654

922

153

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区障害者日中活動系サービス推進事業補助金交付要綱・台東区心身障害者（児）
施設等整備運営補助要綱

たいとう福祉作業所の施設維持管理　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

下記施設を対象に補助金を交付し、安定した施設運営を支援する。
①たいとう福祉作業所 4箇所　・・・・・・・一般企業への就労が困難な知的障害者を対象に、生活指導・作業訓練等を行う。
②café 香逢　・・・・・・・・・・身体・知的障害者に対して、喫茶等の就労支援を行う。
③中途障害者作業所「あひるの家」・・脳卒中等の疾病により障害がある方を対象に、作業訓練等を行う。
④ラムダ　・・・・・・・一般企業への就労が困難な障害者を対象に、生活指導・作業訓練等を行う。

（時間）

 [施　　策]

直接の対象者：たいとう福祉作業所 4箇所、café 香逢、中途障害者作業所「あひるの家」、ラムダ、最終的な対象者：障害者

（時間）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

118

136,723

1,158

147

137,098

1,158

118

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

就労継続支援Ｂ型を運営するＮＰＯ法人や団体に対し運営補助を行うことにより、事業目的を達成することが
妥当である。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 2,779 2,914 2,734

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

本事業は安定した施設運営の支援、一般就労が困難な心身障害者への就労の場を提供するため必要であ
り、障害者の自立を促進するものとして大きな役割を果たしている。

維持

評
価
結
果

作業訓練等、就労の場を安定的に提供することで、一般就労が困難な心身障害者の自立促進に寄与してい
る。

3 運営補助として補助金を交付することで、施設の安定的な運営が可能となり、心身障害者への就労の場を提
供する等、大きな役割を果たしている。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

福祉作業所等の施設は、特別支援学校等の卒業生の進路としても需要が高く、今後も施設の
安定的な運営のためには事業規模の維持と充実が必要である。

福祉作業所については、２０年度より障害者総合支援法上の事業所に移行した。訓練等給付費の収入により、補助金
を交付せずに運営できることとなったため、２５年度から補助金を削減した。

目的達成度 4

必要性

1,278

5,039 7,469

3,973

10,262 14,431

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

7,348 11,697

0

9,011 13,152

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

一人あたり利用時間数

指標の名称

1,250

5,684

9,284

　決算額　　(単位：千円) 8,383

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

900

4,955

3,429

0

6,505


